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広報なかがわ
2015（H27）. 11月号 ２

①
実
質
赤
字
比
率

中　
　
　

川　
　
　

町

普　

通　

会　

計

公
営
事
業
会
計

特
別
会
計

一　　般　　会　　計

資金不足
比　　率

国民健康保険特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計

北海道市町村総合事務組合
北海道市町村備荒資金組合
北海道市町村職員退職手当組合
北海道町村議会議員公務災害補償等組合
北海道後期高齢者医療広域連合
西 天 北 五 町 衛 生 施 設 組 合
上 川 北 部 消 防 事 務 組 合
上川教育研修センター組合

中 川 町 地 域 開 発 振 興 公 社 

※うち公営企業会計
簡 易 水 道 事 業 会 計
農業集落排水事業会計

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

④
将
来
負
担
比
率

【一部事務組合・広域連合】

《健全化判断比率などの対象図》

【地方公社・第三セクターなど】

　地方自治体の財政の早期健全化と財政再生、公営企業の経営の健全化を目的に、平成19年6月に成立、
公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（平成19年6月22日法律第94号）に基づき、
平成19年度から各年度の決算の数値を基に算定した4つの「健全化判断比率（①実質赤字比率、②連結実
質赤字比率、③実質公債費比率、④将来負担比率）」と公営企業の「資金不足比率」を公表しており、平
成26年度決算に基づく数値を下記のとおり公表します。

「早期健全化基準」・「経営健全化基準」を超えると、イエローカード。「財政再生基準」を超えると、レッ
ドカード。
　４つの健全化判断比率には「早期健全化基準」がそれぞれ設けられ、各年度の決算数値を基に算定した
指標（比率）が１つでもその基準を超えた場合は、「財政健全化計画」を定め、自主的かつ計画的に財政
の健全化を図らなければなりません。
　さらに、自主的な財政の健全化を図ることが困難とされる「財政再生基準」が将来負担比率を除く３指
標（比率）に設けられ、１つでもその基準を超えた場合は、「財政再生計画」を定め、総務大臣に報告、
同意を得て財政の再生を図らなければなりません。
　また、資金不足比率には、「経営健全化基準」が設けられ、基準を超えた場合は、公営企業会計ごとに
「経営健全化計画」を定め、自主的かつ計画的に経営の健全化を図らなければなりません。
　なお、それぞれの指標（比率）の算定した範囲は、以下の《健全化判断比率等の対象図》のとおり、地
方自治体の全ての会計を対象とすることはもちろんのこと、地方自治体が加入している一部事務組合や広
域連合、さらに地方自治体が出資している地方公社や第三セクター等の団体に対する負担金等も含めて算
定することとなっています。

財政健全化法に基づく中川町の
「健全化判断比率等」について公表します
財政健全化法に基づく中川町の
「健全化判断比率等」について公表します
１　制度の背景及び概要



３ 広報なかがわ
2015（H27）. 11月号

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819

★実質赤字比率
　　一般会計等の実質赤字額（歳入総額－歳出総額）の標準財政規模に対する比率で、黒字か赤字かを判
　断する指標です。
　　平成26年度は赤字でないため、本比率は算出されないことになりました。

★連結実質赤字比率
　　公営事業会計（各特別会計）を含めた全ての会計を連結した実質赤字額（または資金の不足額）の標
　準財政規模に対する比率で、この指標によって、国民健康保険や簡易水道事業などの公営事業会計を含
　めた中川町全体の財政運営状況が分かります。
　　平成26年度は赤字でないため、本比率は算出されないことになりました。

★実質公債費比率
　　一般会計等が負担する元利償還金と準元利償還金の標準財政規模に対する比率です。
　　収入のうち、どのくらいを借金の返済に充てているかを示すもので、一部事務組合、広域連合などの
　返済に対する負担も計上されます。
　　平成26年度は9.7％となりましたが、これと平成24年度（8.2％）、平成25年度（8.5％）の３カ年を
　平均し、8.8％となりました。
　　これは、早期健全化基準（25.0％）や財政再生基準（35.0％）と照らして低い値であり、また、地方
　債の発行について総務大臣などの許可が必要となる基準（18.0％）よりも低い値となっています。

★将来負担比率
　　いわゆるストックの指標として、一般会計等が将来負担すべき地方債や債務負担行為などの実質的な
　負債の標準財政規模に対する比率であり、一般会計に加え公営事業会計、一部事務組合、広域連合、地
　方三公社および第三セクターなどを含めた全体の実質的な負担を把握しようとするものです。一般会計
　等が抱えている負債が、一般会計等の標準的な年間収入の何年分かを示しています。
　　平成26年度は充当可能財源額が実質的な負債額を上回っているため算出されないこととなりました。

★資金不足比率
　　公営企業の資金不足を公営企業の事業規模である料金収入等の規模と比較し、経営状況の深刻度を示
　すものです。中川町においては、簡易水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計が対象となります。
　　平成26年度はいずれの会計も資金不足がないため、本比率は算出されないこととなりました。

（1）総　括

（2）健全化判断比率及び資金不足比率

２　中川町の平成26年度算定結果

健全化判断比率

資金不足比率

会　　計　　名 経営健全化基準

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

平成26年度算定値 早期健全化基準 財政再生基準

20.00

30.00

35.0

設定なし

20.0

15.00

20.00

25.0

350.0

－
－
8.8
－

平成26年度算定値

－
－

※実質赤字比率と連結赤字比率は、赤字でない限り比率がないものとされます（「－」と表示）。【単位：％】

※資金不足比率は、資金不足が発生しない限り比率がないものとされます（「－」と表示）。　　【単位：％】
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場
面
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
笑
い

声
が
会
場
に
響
き
ま
し
た
。

　

さ
あ
、
い
よ
い
よ
プ
ロ
レ
ス
ラ

ー
同
士
の
試
合
で
す
。
い
ま
ま
で

の
前
座
の
試
合
と
は
リ
ン
グ
上
の

空
気
が
一
変
。
会
場
に
は
レ
ス
ラ

ー
同
士
の
体
と
体
の
ぶ
つ
か
り
あ

う
音
が
響
き
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
技

の
応
酬
に
観
客
か
ら
の
大
き
な
拍

手
が
止
め
ど
な
く
巻
き
起
こ
り
ま

し
た
。
試
合
後
、
観
客
か
ら
は

「
ま
た
、
来
年
も
観
た
い
ね
」
と

い
う
声
も
聞
か
れ
、
北
都
プ
ロ
レ

ス
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
町
民
も
少
な

く
な
い
は
ず
で
す
。　

　

ま
た
、
試
合
の
合
間
に
は
、
レ

ス
ラ
ー
に
よ
る
募
金
活
動
が
行
わ

れ
、
全
額
が
中
川
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
都
プ
ロ
レ
ス
の
皆
さ
ん
、
素

晴
ら
し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
中
川
町
で
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

•ちびっ子プロレス　
　３試合とも中川の子どもたちのピンフォール勝ち
•町民プロレス
　×コナスマン　
　　ジャイアント白田
•北都プロレス
　○ジャングル・バード

　×ルー・ルルル

　×星ハム子

　　大矢剛功
　×梅沢菊次郎

　8人制バトルロイヤル

　ヒオキ一票　
○ギックリザ信悟

×カナディアン・ランバー

○小仲＝ペールワン

○藪下めぐみ

　木藤裕次
○池田昌樹

ドロップキック
→体固め

10分10秒
ジャングルアタック

9分40秒
座禅トーン
9分00秒
藪蛇固め
13分00秒

スライディングキック
→体固め

優勝者　　藪下めぐみ

北都プロレス　チャリティープロレスin中川
試　合　結　果

　

10
月
8
日
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
ち
ゃ
い
む
」
に
て
北
都
プ
ロ
レ

ス
（
代
表
ク
レ
イ
ン
中
條
）
主
催

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
プ
ロ
レ
ス
in
中

川
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

あ
い
に
く
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
試
合
開
始
前
か
ら
多
く
の
町

民
が
会
場
に
つ
め
か
け
ま
し
た
。

　

18
時
30
分
、
試
合
開
始
の
ゴ
ン

グ
が
会
場
に
鳴
り
響
き
ま
す
。
ま

ず
、
登
場
し
た
の
は
小
学
生
の
子

ど
も
た
ち
。
剣
道
や
柔
道
の
少
年

団
の
子
ど
も
た
ち
が
道
着
に
身
を

包
み
、
1
人
VS
5
人
で
プ
ロ
レ
ス

ラ
ー
に
挑
み
ま
す
。
小
さ
い
体
で

も
果
敢
に
攻
撃
を
繰
り
出
し
、
レ

ス
ラ
ー
が
倒
れ
た

を
突
い
て
見

事
ピ
ン
フ
ォ
ー
ル
勝
ち
！
レ
ス
ラ

ー
の
抗
議
を
尻
目
に
両
手
を
挙
げ

て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
次
は
町
民

同
士
に
よ
る
タ
ッ
グ
マ
ッ
チ
で
す
。

マ
ス
ク
で
顔
は
わ
か
ら
な
い
も
の

の
、
町
内
で
聞
い
た
こ
と
の
あ
る

声
の
レ
ス
ラ
ー
が
コ
ミ
カ
ル
な
動

き
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
観

客
か
ら
は
、
本
名
で
声
援
を
贈
る

北
都
プ
ロ
レ
ス
が
や
っ
て
き
た

北
都
プ
ロ
レ
ス
が
や
っ
て
き
た



　

中
川
町
で
は
、
北
海
道
労
働
金

庫
と
提
携
し
て
、
勤
労
者
の
皆
さ

ん
へ
の
貸
付
金
制
度
を
行
っ
て
い

ま
す
。
北
海
道
労
働
金
庫
に
口
座

が
な
い
方
に
は
、
口
座
を
開
設
し

て
い
た
だ
く
な
ど
の
条
件
が
あ
り

ま
す
が
、
す
べ
て
の
勤
労
者
の
皆

さ
ん
が
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

2
つ
の
貸
付
金
制
度
が
あ
り
ま
す

（
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
添
え

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

■
中
川
町
勤
労
者
生
活
資
金
融
資

　

（
融
資
枠
1
0
0
0
万
円
）

　

生
計
費
、
耐
久
消
費
財
購
入
費
、

レ
ジ
ャ
ー
費
、
医
療
費
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
目
的
に
つ
い
て
は
1
0

0
万
円
、
教
育
費
に
つ
い
て
は
1

5
0
万
円
を
限
度
に
融
資
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
率
は
、
教
育
費
2
・
39
％
、

教
育
費
以
外
は
2
・
81
％
（
と
も

に
保
証
料
別
途
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

8
月
31
日
現
在
で
1
件
の
貸
付

が
あ
り
、
融
資
枠
は
残
額
約
9
9

0
万
円
で
す
。

■
中
川
町
勤
労
者
住
宅
資
金
融
資

　

（
融
資
枠
2
0
0
0
万
円
）

　

自
己
ま
た
は
親
族
の
居
住
に
関

す
る
住
宅
の
購
入
や
マ
ン
シ
ョ
ン

の
購
入
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
土
地
付

建
物
の
購
入
な
ど
の
目
的
で
8
0

0
万
円
を
限
度
に
融
資
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
率
は
、
2
・
13
％
（
保
証
料

別
途
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

8
月
31
日
現
在
で
1
件
の
貸
付

が
あ
り
、
融
資
枠
は
残
額
約
1
7

0
0
万
円
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課
総
務
町
政
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
1

北
海
道
労
働
金
庫
名
寄
支
店

☎
0
1
6
5
4
・
2
・
2
2
7
0

中
川
町
勤
労
者
貸
付
金
制
度
を

中
川
町
勤
労
者
貸
付
金
制
度
を

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

中
川
町
勤
労
者
貸
付
金
制
度
を

　
　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

問い合わせ　総務課総務町政室　☎7－2811

接　　遇

会　　費

祝 い 金

寸　　志

協賛金・負担金

見 舞 金

合　　　　　　　　　計

支　　出　　項　　目

〔上半期＝4月1日～9月30日、下半期＝10月1日～翌年3月31日〕

1

2

3

4

5

6

（単位：円）

外部（国・道、関係機関）との公の意見交換ま
たは折衝などに必要な土産などの購入、情報収
集のための懇親会などを開催する場合とし、社
会通念上妥当と認める範囲の額とする。 

懇談会、懇親会、祝賀会など
（2万円を限度とする。）

周年、設立記念式、祝賀会慶事など、招待・会
費不要の場合（2万円を限度とする。）

町内協賛行事（1万円を限度とする。） 
（補助金・負担金等など重複支出無し） 
諸議会負担金

中川町慶弔規程による香典、供花、供物
災害などに係る義援金

総会懇親会、交礼会、基金造成ビールパーティーな
ど、招待・会費不要の場合（２万円を限度とする。）
各種全国大会などに出場する個人または団体 （３万
円を限度とする。）
各課・教育委員会などで対応するものは除く

町長交際費の支出内訳

3

22

14

3

0

17

59

109,620

132,000

131,340

20,000

0

179,280

572,240

件数 金　額

平成26年度年間合計

件数 金　額

平成26年度下半期

件数 金　額件数 金　額

平成26年度上半期平成27年度上半期

4

36

29

7

0

44

120

54,540

181,000

262,040

60,360

0

537,480

1,095,420

2

16

15

3

0

24

60

24,340

86,500

138,340

34,460

0

317,800

601,440

2

20

14

4

0

20

60

30,200

94,500

123,700

25,900

0

219,680

493,980

５ 広報なかがわ
2015（H27）. 11月号
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氏
に
協
力
を
頂
き
、
溝
を
丸
太
で

埋
め
、
道
を
均
し
た
り
、
入
り
口

の
枝
製
イ
ス
を
作
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
実
際
の
作
成
で
は
、
地
元

森
林
組
合
と
の
共
同
作
業
に
よ
り

会
場
の
空
間
を
作
り
こ
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
前
の
草
刈
り
作
業
は

中
川
町
林
業
青
年
部
の
皆
さ
ん
に

も
協
力
い
た
だ
い
た
り
と
、
本
当

に
沢
山
の
方
々
の
協
力
に
よ
っ
て

素
晴
ら
し
い
空
間
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。

●
嵐
の
襲
来

　

10
月
2
日
に
襲
来
し
た
爆
弾
低

気
圧
に
よ
っ
て
、
ク
ラ
フ
ト
展
示

会
場
へ
も
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

樹
木
が
折
れ
た
り
、
林
内
で
も
、

沢
山
の
枝
が
飛
び
散
っ
て
し
ま
い

も
、
森
の
生
き
物
と
の
触
れ
合
い

や
山
仕
事
を
通
し
て
作
り
出
さ
れ

た
絵
画
や
写
真
な
ど
も
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
屋
外
で
の
展
示
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
森
の
住
人
た
ち
や

天
候
の
変
化
に
よ
る
脚
色
も
加
わ

り
、
見
る
た
び
に
新
し
い
発
見
の

あ
る
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

●
会
場
づ
く
り

　

会
場
と
な
っ
た
森
は
、
も
と
も

と
地
面
の
湿
り
気
が
強
く
、
溝
や

ぬ
か
る
み
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
に
向
け
て
、
歩
き
や

す
い
道
を
作
る
こ
と
や
、
わ
く
わ

く
す
る
よ
う
な
空
間
を
つ
く
る
こ

と
は
、
大
き
な
課
題
で
し
た
。

　

今
回
こ
の
空
間
づ
く
り
に
お
い

て
、
旭
川
在
住
の
足
立
成
亮
氏

（outwoods

代
表
）
と
、
陣
内
雄

　

森
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
10
月
1

日
〜
11
日
ま
で
の
間
、
北
大
中
川

研
究
林
作
業
所
隣
の
森
を
中
心
に
、

森
の
ク
ラ
フ
ト
、
森
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
森
の
さ

ん
ぽ
と
薪
の
ご
ち
そ
う
の
4
企
画

で
構
成
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
う
ち
森
の
ク
ラ
フ

ト
と
森
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
道
北
の
森
か
ら
生
ま
れ
る
ク
ラ

フ
ト
を
展
示

　

10
月
1
〜
6
日
ま
で
行
わ
れ
た

森
の
ク
ラ
フ
ト
展
示
（
2
・
3
日

は
、
嵐
の
た
め
中
止
）
。
森
と
の

か
か
わ
り
の
中
か
ら
作
り
出
さ
れ

る
ク
ラ
フ
ト
品
を
森
の
中
で
展
示

し
、
空
間
を
含
め
て
楽
し
ん
で
ほ

し
い
と
い
う
想
い
か
ら
企
画
さ
れ

ま
し
た
。

　

展
示
さ
れ
た
作
品
は
、
白
樺
樹

皮
や
草
木
染
め
、
木
材
な
ど
、
森

か
ら
産
出
さ
れ
る
素
材
の
ほ
か
に

森
の
ク
ラ
フ
ト

森
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
在
廊
し
な
が
ら
の
製
作

　

5
日
は
、
自
然
の
中
の
生
き
物

を
非
常
に
繊
細
な
タ
ッ
チ
で
描
く

川
崎
映
氏
が
、
在
廊
※
し
な
が
ら

製
作
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
主
に

色
鉛
筆
で
製
作
を
行
う
作
家
さ
ん

で
『
白
』
と
い
う
微
妙
な
色
調
を

描
く
に
は
、
太
陽
光
が
一
番
な
の

だ
そ
う
で
す
。

※
在
廊
〜
作
家
が
画
廊
、
今
回
は

会
場
に
居
る
事
。

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
3
日
は
復

旧
作
業
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
展

示
は
2
日
間
に
わ
た
っ
て
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

　

4
日
か
ら
再
開
し
た
際
に
は
、

初
日
に
も
訪
れ
た
来
場
者
か
ら
は
、

香
り
が
強
く
な
っ
た
、
ま
た
雰
囲

気
が
変
わ
っ
た
ね
と
、
興
味
深
い

感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

●
お
散
歩
会
（
作
品
解
説
付
き
）

　

4
日
に
、
緊
急
企
画
と
し
て
、

11
時
半
と
14
時
半
の
2
回
、
会
場

の
お
散
歩
会
を
行
い
ま
し
た
。
今

回
の
作
品
展
示
を
担
当
し
た
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
斎
藤
綾
子
に
よ

る
作
品
解
説
を
聞
き
な
が
ら
の
お

散
歩
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
作

家
さ
ん
の
製
作
方
法
や
作
品
に
隠

さ
れ
た
裏
情
報
な
ど
作
品
を
見
た

だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
内
容
に
、

フ
ム
フ
ム
と
耳
を
傾
け
作
品
を
堪

能
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ぬかるむ溝を丸太で埋めるぬかるむ溝を丸太で埋める

折れてしまった柳の木折れてしまった柳の木

器の中にいるイモムシを観察中器の中にいるイモムシを観察中

樹種当てクイズで
真剣に木目を観察する参加者

樹種当てクイズで
真剣に木目を観察する参加者

在廊しながら太陽光の下で
絵を描く川崎映さん

在廊しながら太陽光の下で
絵を描く川崎映さん
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力
隊
女
子
部
な
ど
、
近
隣
市
町
村

の
上
質
な
出
店
者
た
ち
が
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
を
形
作
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方
々
と
、

町
内
の
夢
創
窯
（
陶
芸
）
、
中
川

町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
が

力
を
合
わ
せ
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
当
日
も

町
内
外
か
ら
3
0
0
名
以
上
の
来

場
者
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
中
川
町
産
農
産
物
の
凄
さ

　

今
回
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

中
心
に
「
じ
ゃ
が
い
も
の
ガ
レ
ッ

ト
」
と
「
ポ
ト
フ
」
を
販
売
し
ま

し
た
。

　

じ
ゃ
が
い
も
の
ガ
レ
ッ
ト
は
特

産
品
の
ベ
ー
コ
ン
（
匠
舎
）
、
じ

ゃ
が
い
も
（
竹
中
農
園
）
、
ポ
ト

フ
は
特
産
品
の
ウ
ィ
ン
ナ
ー
（
匠

舎
）
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ニ
ン
ジ
ン
、

ト
マ
ト
（
水
野
農
園
）
、
ポ
ロ
ワ

ネ
ギ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
芽
キ
ャ
ベ

ツ
（
竹
中
農
園
）
と
オ
ー
ル
中
川

で
作
り
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
大
好
評
を
い
た
だ
き
、

完
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

素
材
の
味
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
生
か

さ
れ
る
料
理
で
あ
る
だ
け
に
、
農

産
品
の
美
味
し
さ
が
好
成
績
に
つ

な
が
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

○
町
民
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て

　

今
回
の
森
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
の
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

天
気
の
悪
い
中
、
足
を
運
ん
で

い
た
だ
い
た
お
客
様
は
も
ち
ろ
ん
、

東
川
町
の
家
具
作
家
宮
地
鎮
雄
氏

が
作
っ
た
ガ
ー
デ
ン
ベ
ン
チ
に
あ

し
ら
う
花
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ

た
浅
野
百
合
子
さ
ん
（
2
区
）
、

会
場
の
展
示
の
た
め
の
丸
太
原
木

を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
川
村
四

男
さ
ん
（
2
区
）
、
会
場
設
営
を

手
伝
っ
て
く
れ
た
上
川
北
部
森
林

組
合
中
川
支
所
の
み
な
さ
ん
な
ど
、

多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

森
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
規
模
や

内
容
が
変
更
す
る
可
能
性
は
あ
り

ま
す
が
、
来
年
以
降
も
継
続
し
て

開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
北
大
中
川
研
究
林
作
業

所
隣
の
森
の
中
に
作
ら
れ
た
散
歩

道
は
、
こ
の
ま
ま
管
理
を
続
け
る

予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
森
に
親
し

む
場
と
し
て
足
を
運
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
様
々
な
訪
問

　

期
間
中
、
毎
日
の
よ
う
に
60
名

前
後
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

児
童
ク
ラ
ブ
や
幼
児
セ
ン
タ
ー
か

ら
沢
山
の
子
供
た
ち
が
遊
び
に
来

て
く
れ
ま
し
た
し
、
枝
幸
や
浜
頓

別
か
ら
足
を
運
ん
で
く
れ
た
方
も

い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
準
備
の

段
階
か
ら
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た

ご
近
所
の
方
、
期
間
中
何
度
も
訪

れ
て
く
だ
さ
っ
た
方
。
短
い
間
で

し
た
が
、
変
化
す
る
森
の
空
間
に

集
い
、
楽
し
ん
で
く
れ
る
訪
問
者

の
方
々
の
お
か
げ
で
、
森
の
ク
ラ

フ
ト
展
示
が
よ
り
生
き
生
き
と
賑

わ
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

本
当
に
沢
山
の
方
々
の
ご
協
力

と
参
加
に
よ
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

○
自
然
素
材
で
作
ら
れ
た
「
食
」

と
「
モ
ノ
」
の
融
合

　

10
月
4
日
、
森
の
ク
ラ
フ
ト
展

示
会
場
隣
の
広
場
で
、森
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、町
内
外
か
ら
多

数
の
出
店
者
が
一
堂
に
会
し
、
こ

だ
わ
り
の
逸
品
を
出
店
し
ま
し
た
。

○
形
作
ら
れ
つ
つ
あ
る
上
質
な
マ

ー
ケ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

　

和
寒
町
か
ら
や
っ
て
き
たcafe

nido

、
士
別
市
か
ら
や
っ
て
き
た

雑
貨
屋　

梨
の
花
、
下
川
町
か
ら

特
産
品
の
し
い
た
け
を
持
っ
て
や

っ
て
き
た
下
川
町
地
域
お
こ
し
協

生産者紹介パネル生産者紹介パネル

たくさんの方にご来場いただきましたたくさんの方にご来場いただきました

森
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

毎日のように
来てくれた

幼児センターの
子供たち

毎日のように
来てくれた

幼児センターの
子供たち
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■
草
木
染
体
験

　

続
い
て
行
わ
れ
た
の
は
、
新
し

く
中
川
町
に
移
住
し
た
田
代
絵
美

が
企
画
し
た
キ
タ
コ
ブ
シ
の
葉
と

サ
ワ
フ
タ
ギ
の
実
を
染
料
に
し
た

草
木
染
体
験
で
す
。

　

林
業
試
験
場
構
内
に
あ
る
草
木

を
利
用
し
、
綿
の
ハ
ン
カ
チ
を
染

め
て
み
ま
し
た
。

　

草
木
染
体
験
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
今
月
号
11
P
の
田
代
絵

美
の
記
事
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

■
幻
の
チ
キ
ン
レ
ッ
グ

　

中
川
町
民
に
根
強
い
人
気
を
誇

り
、
オ
ー
ル
ド
フ
ァ
ン
も
多
い
ナ

ナ
カ
マ
ド
林
業
グ
ル
ー
プ
の
チ
キ

ン
レ
ッ
グ
。
い
ま
や
り
ん
ぐ
す
の

集
い
で
し
か
味
わ
え
な
い
幻
の
味

明
を
勉
強
し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し

た
。

　

ま
た
、
こ
の
秋
に
構
内
管
理
の

た
め
に
伐
る
予
定
だ
っ
た
細
い
キ

タ
コ
ブ
シ
を
伐
る
「
林
業
体
験
」

で
は
、
北
海
道
指
導
林
家
の
遠
藤

富
士
幸
さ
ん
、
実
際
に
山
で
働
く

造
材
手
の
吉
田
武
志
さ
ん
の
協
力

を
得
て
、
木
の
伐
倒
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　

初
め
て
木
を
倒
す
子
ど
も
た
ち

は
「
僕
は
木
を
倒
し
た
い
！
」

「
僕
は
怖
い
か
ら
木
を
運
ぶ
」
な

ど
、
自
然
と
役
割
分
担
が
進
み
ま

す
。

　

行
政
が
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
は

「
刃
物
は
危
な
い
」
「
木
を
倒
す

の
は
危
な
い
」
と
過
剰
に
危
険
を

排
除
し
が
ち
で
す
が
、
技
術
と
経

験
を
持
っ
た
大
人
が
責
任
を
持
っ

て
体
験
を
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

第21回 の集い

　

9
月
27
日（
日
）林
業
試
験
場
道

北
支
場
で
第
21
回
目
と
な
る
り
ん

ぐ
す
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
り
ん
ぐ
す
の
集
い
は
特

別
版
で
、
林
業
試
験
場
道
北
支
場

の
「
森
林
と
み
ど
り
の
講
座
」
と

の
共
催
で
し
た
。

■
つ
っ
し
ー
の
活
躍

　

こ
の
日
の
り
ん
ぐ
す
の
集
い
に

は
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
71
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

林
業
試
験
場
道
北
支
場
の
対
馬

俊
之
支
場
長
（
優
し
い
人
柄
と
ユ

ー
モ
ア
で
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
つ

っ
し
ー
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
）
の
案
内
と
指
導
で
行
わ

れ
た
「
森
林
と
み
ど
り
の
講
座
」

で
は
、
構
内
の
散
策
や
樹
木
の
説
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か
す
を
染
料
に
し
、
羊
毛
を
染
め

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

美
深
町
字
仁
宇
布
の
羊
毛
フ
ェ

ル
ト
作
家
で
あ
る
逸
見
吏
佳
さ
ん

を
講
師
に
、
町
内
の
子
育
て
マ
マ

6
名
が
参
加
し
、
森
の
香
り
、
漢

方
の
よ
う
な
香
り
、
木
の
香
り
に

包
ま
れ
て
、
自
然
素
材
で
羊
毛
を

染
め
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
今
回
染
め
た
羊
毛
を

紡
い
で
コ
ー
ス
タ
ー
や
し
お
り
を

作
る
予
定
で
す
。

　

9
月
29
日（
火
）中
川
町
字
安
川

三
の
ア
ベ
シ
ナ
イ
の
森
で
中
川
町

幼
児
セ
ン
タ
ー
主
催
の
2
回
目
と

な
る
森
林
環
境
教
育
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

中
川
町
産
業
振
興
課
産
業
振
興

室
の
高
橋
直
樹
主
任
を
「
隊
長
」

に
ア
ベ
シ
ナ
イ
の
森
の
山
頂
を
目

指
し
ま
し
た
。

　
髙
橋
隊
長
：
「
カ
エ
デ
の
葉
を
見

て
ご
ご
ら
ん
。
な
に
か
の
手
に
似

て
い
な
い
か
な
？
」

子
ど
も
達
：
「
ネ
ズ
ミ
！
」

「
ウ
サ
ギ
！
」

「
カ
エ
ル
！
」

「
あ
！
カ
エ
ル
に
似
て
る
」

髙
橋
隊
長
：
「
カ
エ
デ
の
葉
っ
ぱ

は
カ
エ
ル
の
手
に
似
て
い
る
か
ら

カ
エ
ル
デ
、
カ
エ
デ
と
呼
ば
れ
て

い
る
そ
う
で
す
」

　

こ
の
よ
う
な
や
り
取
り
を
し
な

が
ら
3
種
類
（
ミ
ズ
ナ
ラ
、
オ
ニ

ク
ル
ミ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
）
の
木

の
名
前
や
特
徴
を
学
ん
で
も
ら
い
、

山
頂
で
は
お
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。

　

次
回
の
森
林
環
境
教
育
は
「
は

ち
み
つ
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
幼
児
セ
ン
タ
ー
に
お
子
さ

ん
が
通
っ
て
お
ら
れ
る
保
護
者
の

皆
さ
ま
は
ぜ
ひ
園
児
か
ら
感
想
を

聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
季
節
の
焼
き
野
菜
や
鮭
の
チ

ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
な
ど
と
合
わ
せ

て
秋
の
味
覚
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し

た
。

■
長
く
町
民
に
愛
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
　

主
催
者
で
あ
る
ナ
ナ
カ
マ
ド
林

業
グ
ル
ー
プ
は
今
年
結
成
31
年
目

を
迎
え
、
り
ん
ぐ
す
の
集
い
も
21

回
を
数
え
ま
す
。

　

時
代
や
参
加
者
に
合
わ
せ
て
工

夫
と
改
良
を
重
ね
、
進
化
を
続
け

て
い
ま
す
。
一
方
、
森
を
愛
す
る

心
や
会
の
存
在
目
的
な
ど
、
変
わ

ら
な
い
も
の
変
え
な
い
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
バ
ラ
ン
ス
こ
そ
が
こ
の
イ

ベ
ン
ト
が
長
く
愛
さ
れ
る
理
由
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

来
年
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

9
月
28
日（
月
）中
川
町
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の
草
木
染
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

中
川
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
子
育
て
中
の
親
子
を
支
援

す
る
た
め
、
年
数
回
様
々
な
企
画

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
は
、
産
業
振
興
課

産
業
振
興
室
と
協
力
し
た
羊
毛
草

木
染
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
オ

ニ
グ
ル
ミ
の
実
と
葉
、
キ
ハ
ダ
の

内
皮
、
ケ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
の
削
り

子
育
て
支
援
事
業

草
木
染

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

幼
児
セ
ン
タ
ー

森
林
環
境
教
育
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た
の
で
す
か
と
尋
ね
ま
し
た
。
ほ
と

ん
ど
は
、
町
内
の
製
材
所
で
薄
く
挽

い
て
海
外
へ
輸
出
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
町
内
で
は
臼

を
作
る
の
に
利
用
さ
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
当
時
は
、
機
械
が
な
い
の
で
、

手
作
業
で
掘
っ
て
い
た
そ
う
で
す
…
。

あ
ん
な
に
硬
い
材
を
手
作
業
で
掘
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
に
、
そ
れ
は
大

変
で
す
ね
と
驚
く
私
に
、
利
五
郎
さ

ん
は
「
そ
り
ゃ
堅
い
け
ど
、
そ
の
分

丈
夫
な
ん
だ
よ
」
と
、
漂
々
と
し
た

様
子
で
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
に
運
ぶ
こ
と
が
大
変
で
も
、

そ
れ
が
高
級
家
具
材
と
し
て
必
要
と

さ
れ
る
か
ら
命
が
け
で
伐
り
運
び
出

す
。
ど
ん
な
に
硬
い
材
で
も
、
丈
夫

な
臼
が
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
労
を
惜

し
ま
ず
に
作
る
。

　

こ
の
潔
い
仕
事
ぶ
り
に
、
畏
敬
の

念
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

「
小
樽
オ
ー
ク
」
と
い
う
呼
び
名

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
主
に
明
治

以
降
の
時
代
、
小
樽
港
か
ら
輸
出
さ

れ
た
北
海
道
産
ナ
ラ
材
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
「
小
樽
オ
ー
ク
」
と
呼
ば

れ
高
級
家
具
材
と
し
て
知
ら
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
当
時
、
中
川
町
で
伐

ら
れ
た
ミ
ズ
ナ
ラ
も
天
塩
川
を
下
っ

て
天
塩
港
へ
、
そ
こ
か
ら
小
樽
港
へ

渡
っ
て
、
海
外
へ
と
輸
出
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
、
町
史
の
記
載
か
ら
わ
か

っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
の
森
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
催
中
、

た
ま
た
ま
通
り
す
が
っ
た
昔
キ
コ
リ

を
さ
れ
て
い
た
と
い
う
高
橋
利
五
郎

さ
ん
か
ら
、
当
時
の
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
は
、
機
械

や
車
の
な
い
時
代
、
手
鋸
で
木
を
伐

り
倒
し
た
こ
と
や
馬
で
材
を
引
い
て

運
ん
だ
こ
と
な
ど
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
ミ
ズ
ナ
ラ
の

こ
と
が
気
に
な
っ
て
い
た
私
は
、
当

時
伐
っ
た
ミ
ズ
ナ
ラ
は
ど
う
し
て
い

『ミズナラ（二）』
斎 藤 綾 子
さい とう あや こ

問い合わせ先　産業振興課産業振興室　☎7－2816

町の振興や発展のために東奔西走する地域おこし協力隊の
活動の様子を紹介します

中川町地域おこし協力隊活動記39

ょ
う
。

　

特
に
今
時
期
の
中
川
で
は
栄
養
の

あ
る
エ
サ
を
食
べ
る
た
め
、
デ
ン
ト

コ
ー
ン
畑
に
何
回
も
や
っ
て
き
て
、

器
用
に
ト
ウ
キ
ビ
の
実
を
食
べ
て
い

き
ま
す
。
10
月
現
在
、
大
富
と
豊
里

の
デ
ン
ト
コ
ー
ン
畑
で
ク
マ
が
目
撃

さ
れ
て
お
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

11
月
に
か
け
て
は
ク
マ
が
ド
ン
グ

リ
を
一
番
食
べ
る
時
期
で
す
が
、
山

の
実
入
り
が
悪
い
年
は
、
去
年
実
が

な
っ
て
い
た
木
に
実
が
な
っ
て
お
ら

ず
、
エ
サ
を
求
め
て
平
地
へ
出
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
冬
眠

に
入
る
時
期
も
年
々
遅
く
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

も
し
ク
マ
に
出
会
っ
た
ら
、
慌
て

て
逃
げ
た
り
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
離

れ
て
く
だ
さ
い
。
極
力
ク
マ
を
興
奮

さ
せ
な
い
よ
う
、
こ
ち
ら
も
落
ち
着

い
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。
ク
マ
は

猛
獣
で
す
か
ら
、
決
し
て
油
断
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
が
、
人
間
を
避
け
て

暮
ら
す
知
恵
を
持
っ
て
い
ま
す
。
出

合
い
頭
に
出
く
わ
さ
な
け
れ
ば
襲
わ

れ
る
危
険
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

鈴
な
ど
を
用
意
し
て
こ
ち
ら
の
存
在

を
知
ら
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

10
月
か
ら
雪
が
降
る
ま
で
は
ク
マ

に
出
会
い
や
す
い
季
節
で
す
。
彼
ら

も
雪
が
降
っ
て
エ
サ
の
な
い
季
節
に

な
る
前
に
冬
眠
の
準
備
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
為
必
死
な
の
で
す
。
や

っ
き
に
な
っ
て
食
べ
物
を
探
し
ま
す

が
、
た
だ
や
み
く
も
に
歩
き
回
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
去

年
食
べ
物
を
食
べ
た
場
所
を
覚
え
て

い
て
、
次
の
年
は
ま
た
同
じ
場
所
に

食
べ
に
来
ま
す
。
同
じ
も
の
に
執
着

す
る
習
性
も
あ
り
、
カ
ボ
チ
ャ
畑
の

隣
の
ス
イ
カ
に
は
目
も
く
れ
な
い
な

ど
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
季

節
に
よ
っ
て
食
べ
る
場
所
と
種
類
を

変
え
て
い
き
ま
す
。

　

ク
マ
は
雑
食
性
な
の
で
フ
キ
、
ウ

ド
、
セ
リ
な
ど
も
よ
く
食
べ
ま
す
。

秋
に
な
れ
ば
ク
ル
ミ
、
ド
ン
グ
リ
、

コ
ク
ワ
、
ブ
ド
ウ
も
好
ん
で
食
べ
ま

す
。
肉
食
の
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、

逃
げ
な
い
植
物
の
エ
サ
の
ほ
う
が

楽
に
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る
の
で
し

『クマに注意』
服 部 一 雄
はっ とり かず お



　
　
　
　
　
　

今
回
で
21
回
目
に
な

　
　
　
　
　

る
中
川
町
ナ
ナ
カ
マ
ド

　
　
　
　
　

林
業
グ
ル
ー
プ
主
催
の

「
り
ん
ぐ
す
の
集
い
」
が
今
年
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
林
業
試
験
場

道
北
支
場
に
あ
る
あ
ず
ま
や
を
中
心

に
木
を
身
近
に
感
じ
る
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
多
く
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
今
回
身
近
に
あ
る
草
や
木
、

実
な
ど
を
使
っ
た
草
木
染
を
企
画
し

て
ハ
ン
カ
チ
の
草
木
染
を
体
験
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
草
木
染
め
と
は
、

天
然
の
植
物
を
植
物
染
料
と
し
て
染

め
る
方
法
を
指
し
ま
す
。
特
に
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
は
四
季
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
植
物
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

種
類
が
き
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
て
豊
富
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
染
色
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

染
織
の
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
発
達
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

今
回
使
っ
た
も
の
は
、
キ
タ
コ
ブ

シ
の
葉
っ
ぱ
と
サ
ワ
フ
タ
ギ
の
実
を

使
い
ま
し
た
。
サ
ワ
フ
タ
ギ
は
煮
出

し
で
あ
ま
り
色
が
出
ず
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ

ク
ラ
の
実
を
足
し
て
き
れ
い
な
薄
紫

の
ハ
ン
カ
チ
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

葉
っ
ぱ
は
緑
色
で
す
が
染
色
は
茶
色

が
か
っ
た
黄
緑
色
で
す
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
草
木
染
め
に

元
々
興
味
を
持
っ
て
い
た
方
も
多
く
、

お
子
さ
ん
か
ら
大
人
の
方
ま
で
ど
ん

な
色
に
な
る
か
、
模
様
は
ど
ん
な
形

に
な
る
の
か
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
完

成
品
を
手
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
林
業
体
験
で
伐
木

を
行
っ
て
、
枝
の
分
か
れ
目
を
活
用

し
て
ト
ン
カ
チ
な
ど
を
作
っ
て
持
ち

帰
り
ま
し
た
。
こ
の
体
験
が
未
来
の

森
づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
来
年
も
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
企
画
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

『第21回りんぐすの集い』
田 代 絵 美
た しろ え み
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中川町地域おこし協力隊に新しい仲間が来ました！！
中川町のあちらこちらで見かけると思います。
町民のみなさん気軽に声をかけてください。

Q 中川町の印象は？
A 景色が北欧のようです。ロケーションがとても好きです。また出会う人が皆さん、やさしく元
　 気で地元愛が強い印象があります。
Q ３年後の目標は？
A 中川町に来る前は札幌でフリーランスのウェブデザイナーとして活動していたのですが、中川
　 でもそのスキルを活かして、町外の方へ中川の魅力を発信できる情報発信を行い、よりたくさ
　 んの方に中川に来ていただき、楽しんでもらえるよう町づくりができればと思います。
Q 最後にひとこと！
A まだまだ知らないことの方が多いですが、いろんな方にお話を聞いて、見て、自分だけの中川
　 町の魅力スポットを探せていければと思います。これからお世話になりますが、よろしくお願
　 いいたします。

Q 中川町の印象は？

名　前

年　齢

出身地

特　技

趣　味

尾藤　剛弘（おと
う　たけひろ）

36歳

下川町

スノーボード、サ
ーフィン

音楽、コーヒー、
芸術鑑賞
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◆
運
動
期
間

　

11
月
11
日（
水
）〜
11
月
20
日（
金
）の
10
日
間

◆
交
通
事
故
防
止
ポ
イ
ン
ト

　

①
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

　
　

⑴
凍
結
路
面
で
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
冬
用
タ
イ
ヤ
に
交
換

　
　
　

し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
山
間
部
を
通
行
す
る
時
は
、
必
ず
冬
用
タ
イ

　
　
　

ヤ
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

⑵
こ
の
時
期
は
、
昼
間
に
降
っ
た
雨
が
夜
間
に
凍
っ
て
ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ

　
　
　

ス
バ
ー
ン
と
な
り
ま
す
。
路
面
が
出
て
て
も
油
断
せ
ず
、
ス
ピ
ー
ド

　
　
　

ダ
ウ
ン
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

⑶
ト
ン
ネ
ル
や
橋
の
上
、
日
陰
な
ど
は
、
凍
結
し
や
す
い
場
所
で
す
。

　
　
　

路
面
状
態
を
よ
く
確
認
し
て
安
全
な
速
度
で
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

⑷
ま
す
ま
す
日
没
が
早
ま
り
夕
方
か
ら
夜
間
に
か
け
て
、
歩
行
者
や
自

　
　
　

転
車
の
見
落
と
し
、
発
見
遅
れ
に
よ
る
交
通
事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

特
に
、
右
か
ら
の
横
断
歩
行
者
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

⑸
飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。
「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」
「
乗
る
な
ら
飲

　
　
　

ま
な
い
」
「
乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

⑹
車
に
安
全
な
座
席
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後
部
座
席
を
含
め
、
全
て
の
座

　
　
　

席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

②
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

　
　

⑴
横
断
前
に
左
右
を
よ
く
見
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
道
路
中
央
で
左
を
ま

　
　
　

た
見
ま
し
ょ
う
。

　
　

⑵
外
出
す
る
と
き
は
、
明
る
い
服
装
で
夜
光
反
射
材
を
身
に
付
け
ま
し

　
　
　

ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

美
深
警
察
署　

☎
2
・
1
1
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
駐
在
所　

☎
7
・
2
0
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
駐
在
所　

☎
8
・
5
0
7
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　

警
察
相
談
電
話　

☎
＃
9
1
1
0

駐 在 所

「
冬
の
交
通
安
全
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
！

「
冬
の
交
通
安
全
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
！

「
冬
の
交
通
安
全
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
！

「必ずチェック  最低賃金！  使用者も  労働者も」

厚生労働省　北海道労働局　名寄労働基準監督署

　北海道内で事業を営む使用者とその事業場で働くすべての労働者（臨時、パートタイマー、アルバイト
などを含む）に適用される北海道最低賃金（地域別）が改定されました。
　最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、臨時に支払われる賃金、時間外等割増賃金は算入さ
れません。

北海道最低賃金

764円時間額 平成27年10月8日
【最低賃金額】 【効力発生年月日】

企業の地域貢献に
感謝状がおくられました
　町道アスファルト舗装の補修にご支援をいただいた
遠別町の株式会社遠藤重機建設（遠藤國男代表取締役）
に対し、川口町長より、感謝状が贈られました。



　

平
成
24
年
8
月
に
成
立
し
た
「
被
用
者
年
金
一
元
化
法
」
に
よ
り

平
成
27
年
10
月
1
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
厚
生
年
金
と
三
つ
の
共
済
年

金
に
分
か
れ
て
い
た
被
用
者
年
金
制
度
が
厚
生
年
金
制
度
に
一
元
化

さ
れ
ま
す
。

●
平
成
27
年
10
月
以
降
、
厚
生
年
金
の
決
定
・
支
払
は
、
従
来
ど
お

　

り
厚
生
年
金
被
保
険
者
期
間
分
は
日
本
年
金
機
構
、
共
済
組
合
等

　

加
入
期
間
分
に
つ
い
て
は
各
共
済
組
合
等
で
行
い
ま
す
。

●
厚
生
年
金
に
関
す
る
届
書
等
（
注
）
は
、
日
本
年
金
機
構
（
年
金

　

事
務
所
）
ま
た
は
各
共
済
組
合
等
の
ど
の
窓
口
で
も
受
付
し
ま
す
。

　

（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
）

（
注
）

　

①
平
成
27
年
10
月
以
降
に
受
給
権
が
発
生
し
た
厚
生
年
金
に
限
り

　
　

ま
す
。

　

②
障
害
給
付
の
届
書
等
の
一
部
の
届
書
を
除
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

旭
川
年
金
事
務
所

　

☎
0
1
6
6
・
2
7
・
1
6
1
1

被
用
者
年
金一元
化
法
が

　
　
　
　
　

施
行
さ
れ
ま
す

　

会
社
を
退
職
し
た
と
き
、
自
営

業
を
始
め
た
と
き
、
一
定
額
を
超

え
る
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
と
き
な

ど
は
、
国
保
に
加
入
の
届
け
出
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
就
職
や
転
職
を
し
て
職

場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た

と
き
な
ど
は
、
国
保
を
や
め
る
届

け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
は
忘
れ
ず
に

14
日
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

国
保
に
加
入
す
る
と
き

　

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を

　
　

や
め
た
と
き

　

・
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し

　
　

て
き
た
と
き

　

・
子
供
が
生
ま
れ
た
と
き

　

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な

　
　

っ
た
と
き

■
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　
　
　
　
　
　
　

ど
う
な
る
の
？

　

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

届
け
出
を
し
た
日
か
ら
で
は
な
く
、

加
入
資
格
を
得
た
月
ま
で
さ
か
の

加
入・喪
失
の
届
け
出
は
14
日
以
内
に
！

加
入・喪
失
の
届
け
出
は
14
日
以
内
に
！

加
入・喪
失
の
届
け
出
は
14
日
以
内
に
！

ぼ
っ
て
国
保
税
を
納
め
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

そ
の
間
の
医
療
費
は
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

　

国
保
を
や
め
る
と
き

　

・
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

　
　

し
た
と
き

　

・
他
の
市
町
村
に
転
出
す
る

　
　

と
き

　

・
国
保
の
被
保
険
者
が
死
亡

　
　

し
た
と
き

　

・
生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う

　
　

に
な
っ
た
と
き

■
や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　
　
　
　
　
　
　

ど
う
な
る
の
？

　

国
保
を
や
め
る
届
け
出
を
せ
ず

に
国
保
の
保
険
証
で
医
療
を
受
け

る
と
、
国
保
が
負
担
し
た
医
療
費

を
あ
と
で
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
保
と
職
場
の

健
康
保
険
の
保
険
料
（
税
）
を
二

重
に
支
払
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
4

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

こくほこくほ
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9月の入札・見積り合わせ契約結果

平成27年度　
佐久本線1号線
道路改良工事

工事・業務名
入札・見積り合わせ結果

第1回
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間

入札・見積り合わせ
参加業者

（※落札業者）

中川町史第2巻
原稿データの組版、
編集・構成、校正・調整、
印刷データの制作

工事延長L=56m
車道幅員4.0m
路盤改良・排水整備

木造長屋建て3棟6戸
解体一式

工事延長L=175.5m
舗装工一式

24,408,000

9,417,600

12,495,600

10,044,000

24,948,000

11,826,000

19,980,000

4,684,824

予定価格（円）

平成27年度　
国府18線本線
舗装工事

平成27年度　
こまどり団地公営住宅
（1・2・3号棟）解体工事

平成27年度　
中川町生涯学習センター
外構工事

平成27年度　
誉36線道路改良工事

平成27年度　
経営林道大和線
改良工事

平成27年度　
ポンピラアクアリズイング
全館カーテン更新事業

平成27年度　
中川町史第2巻
制作業務

22,600,000

22,800,000

23,000,000

8,720,000

8,750,000

8,800,000

11,570,000

11,610,000

11,620,000

9,300,000

23,100,000

23,370,000

23,400,000

10,950,000

10,970,000

10,980,000

18,500,000

18,550,000

18,580,000

18,600,000

18,620,000

18,660,000

4,337,800

4,457,600

第2回

着工　平成27年9月3日

竣工　平成27年11月10日

着工　平成27年9月3日

竣工　平成27年10月30日

着手　平成27年9月17日

完了　平成27年9月30日

外構一式
着工　平成27年9月17日

竣工　平成27年12月15日

工事延長L=55m
車道幅員4.0m

着工　平成27年9月17日

竣工　平成27年12月18日

復旧延長L=66.5m
簡易法枠工L=27m
A=239㎡
植生マット工L=60m
A=464㎡

着工　平成27年9月24日

竣工　平成27年12月18日

客室カーテン・レストラン・
ロビー・事務室・休憩室・
カラオケルーム
カーテン等更新

着手　平成27年9月28日

完了　平成27年11月30日

着工　平成27年9月3日

竣工　平成27年12月18日
24,958,800

9,633,600

12,884,400

10,076,400

25,650,000

11,977,200

20,250,000

5,006,340

※㈱佐藤組

植村技建㈲

㈱吉川組

※㈱佐藤工建

㈱中川阿部建設

㈱常盤天塩川建設

※㈱中川阿部建設

秋津道路㈱道北営業所

㈱山崎組

㈱ぎょうせい

※㈱中川阿部建設

㈱佐藤工建

㈱常盤天塩川建設

※㈱吉川組

植村技建㈲

㈱佐藤組

※㈱常盤天塩川建設

㈱中川阿部建設

㈱佐藤組

㈱佐藤工建

植村技建㈲

㈱吉川組

※おしゃれショップはしば

ウメツ寝具店

97.8％

97.8％

97.0％

99.7％

97.3％

98.7％

98.7％

93.6％

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
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問い合わせ先　住民課幸福推進室 ☎7－2813

あなたの連絡・相談が子どもを守るとともに、
子育てに悩む保護者を支援するための大きな一歩となります。



のの
新着図書新着図書新着図書

ちゃいむ図書室ちゃいむ図書室

　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会　

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
・
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
古
市
和
子
さ
ん

　

☎
7
・
2
8
5
0
）
へ

　

お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

〔
短　

歌
〕　

今
月
の
お
題
「
橋
」
ま
た
は
自
由
詠

ひ
さ
び
さ
の
日
差
し
を
浴
び
て
そ
よ
風
に
洗
濯
物
も
は
し
ゃ
ぎ
て
お
り
ぬ　
　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

水
滴
の
か
く
も
豊
か
に
空
に
描
く
七
色
の
橋　

渡
り
て
ゆ
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

虹
の
橋
渡
れ
ば
皆
に
会
え
る
か
も　

で
も
ま
だ
行
け
ぬ
未
練
多
過
ぎ　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

浜
辺
に
は
人
影
も
な
く
秋
近
き
ひ
か
り
は
渡
る
水
平
線
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内　

智
子

渺
々
と
見
渡
す
か
ぎ
り
夏
の
海
一
刻
欲
し
き
は
鴎
の
つ
ば
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内
美
津
枝

中
川
に
八
十
ほ
ど
も
あ
る
橋
の
大
小
す
べ
て
に
名
の
あ
る
が
善
し　
　
　
　
　
　
　
　

八
十
橋

橋
の
名
の
由
来
な
ど
思
い
見
る
な
か
に
無
名
橋
と
い
う
あ
り
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
！　
　

ご
ん
べ
え

橋
に
立
ち
見
下
ろ
す
解
氷
め
り
め
り
と
盛
り
上
が
り
く
る
天
塩
川　

今　
　
　
　
　
　

春
発
信

〔
俳　

句
〕

新
米
に
鮭
の
は
ら
ら
子
色
映
え
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

四
方
の
山
少
し
色
づ
き
風
は
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

き
ら
め
き
を
放
ち
尽
く
し
て
芒
枯
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

只
野
人

竜
胆
の
青
沈
ま
せ
て
日
の
陰
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

只
野
人

旅
先
で
茸
の
出
来
を
問
は
れ
た
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

秋
高
し
牛
ひ
た
す
ら
に
陽
を
食
め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

び
ょ
う
び
ょ
う

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸
幸せに生きるひとりの法則

反応しない練習

絶景からはじまる旅北海道

北海道道の駅ガイド　2015-16

がんを再発させない生活術

ルポアトピー患者がつどう温泉

布ナプキンはじめてBook

驚くほど眠りの質がよくなる睡眠
メソッド100

スーパーで毎日買う食材だけで
美人になる！

世界の編物　2015-2016秋冬号

40代からの住まいリセット術

服を買うなら、捨てなさい

琥珀のまたたき

ナニワ・モンスター

鬼神の如く

ヨーコさんの“言葉”

まにまに

江原　啓之 著

草薙　龍瞬 著

昭文社

紺谷　充彦 著

鹿島田忠史 著

門脇　啓二 著

山浦　麻子 著

三橋　美穂 著

前田　ゆか 著

日本ヴォーグ社

水越美枝子 著

地曳いく子 著

小川　洋子 著

海堂　尊 著

葉室　麟 著

佐野　洋子 著

西　加奈子 著
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保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813

【
今
月
の
テ
ー
マ
】

  　
　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因

で
発
症
し
ま
す
が
、
こ
の
ウ
イ

ル
ス
は
、
Ａ
型
、
Ｂ
型
及
び
Ｃ

型
の
ウ
イ
ル
ス
が
あ
り
、
毎
年

流
行
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
多
く

の
場
合
12
月
頃
か
ら
流
行
が
始

ま
り
、
翌
年
の
1
〜
3
月
に
流

行
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

①
15
歳
未
満
の
年
代

　

下
図
の
よ
う
に
、
15
歳
未
満

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
発
症

し
や
す
い
状
況
で
す
。
こ
ど
も

は
、
基
礎
免
疫
が
少
な
く
、
集

団
生
活
を
送
っ
て
い
る
た
め
、

罹
り
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
を
受
け
て
も
、
完
全
に
予
防

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、

普
段
か
ら
、
食
事
前
や
外
出
か

ら
帰
っ
た
後
の
う
が
い
や
手
洗

い
を
徹
底
し
て
予
防
し
て
行
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

乳
児
が
い
る
家
庭
の
場
合
、

大
人
が
家
庭
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
な

い
こ
と
が
重
要
で
す
。

②
15
歳
以
上
65
歳
未
満
の
年
代

　

病
気
に
対
す
る
免
疫
が
高
く
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
発
症
し
て

も
、
合
併
症
を
起
こ
す
可
能
性

が
低
い
年
代
で
す
。

　

た
だ
し
、
糖
尿
病
や
腎
臓
病
、

喘
息
等
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
方

は
、
重
症
化
予
防
が
必
要
な
の

で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
は
重
要
で

す
。

③
65
歳
以
上
の
年
代

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
症
は

高
く
は
な
い
の
で
す
が
、
免
疫

力
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
る
と
、
重

症
化
し
や
す
く
、
死
に
至
る
こ

と
が
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
高
齢
者
の
場
合
、

重
症
化
予
防
の
た
め
に
も
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
時
期
に
は
、
外
出
を
控
え

る
と
い
う
こ
と
も
、
効
果
的
で

す
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

◆
受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ

◆
年
代
別
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
特
徴

①
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
主
な
感

染
経
路
は
、
咳
や
く
し
ゃ
み
の

際
に
で
る
、
水
滴
に
よ
る
飛
沫

感
染
で
す
。
そ
の
た
め
、

•
普
段
か
ら
咳
や
く
し
ゃ
み
を

　

他
の
人
に
向
か
っ
て
し
な
い

•
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き

　

は
、
マ
ス
ク
を
す
る
こ
と

•
手
の
ひ
ら
で
咳
や
く
し
ゃ
み

　

を
受
け
と
め
た
と
き
は
、
す

　

ぐ
手
を
洗
う
こ
と

等
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

②
手
洗
い
と
う
が
い

　

外
出
か
ら
の
帰
宅
時
や
食
事

前
の
流
水
・
石
鹸
に
よ
る
手
洗

い
に
よ
っ
て
、
手
指
に
つ
い
た

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を

除
去
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
後
、
う
が
い
を
す
る
こ
と

で
、
口
腔
内
の
ウ
イ
ル
ス
も
、

洗
い
流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
り
づ

ら
く
し
た
り
、
罹
っ
た
場
合
の

重
症
化
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
は
、
今
ま
で
Ａ
型
2
種

類
、
Ｂ
型
1
種
類
の
ウ
イ
ル
ス

を
予
防
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
で
し

た
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
Ｂ

型
が
2
種
類
に
増
え
、
よ
り
予

防
効
果
が
期
待
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
発
症
し

た
場
合
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

治
療
薬
は
、
48
時
間
以
内
に
服

用
す
る
こ
と
が
効
果
的
な
た
め
、

す
ぐ
受
診
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
今
主
流
と
な
っ
て

い
る
検
査
方
法
は
、
発
症
後
12

時
間
経
過
し
な
い
と
、
確
実
な

検
査
結
果
が
出
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

症
状
が
出
て
か
ら
12
時
間
経

過
し
て
か
ら
行
く
こ
と
が
望
ま

し
い
で
す
が
、
次
の
3
つ
の
症

状
が
あ
る
と
き
は
、早
め
に
行
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
乳
幼

児
は
早
め
の
受
診
が
必
要
で
す
。

①
周
囲
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

　

流
行
し
て
い
る
。

②
急
激
な
発
症
（
前
触
れ
な
く

　

突
然
発
熱
・
痛
み
が
出
現
す

　

る
）

③
38
℃
以
上
の
高
熱
、
悪
寒
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食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　栄養士　☎7－2813

　

11
月
8
日
は
「
い
い
歯
の
日
」

で
す
。
楽
し
く
食
事
を
し
て
い
く

た
め
に
は
、
歯
の
健
康
を
保
つ
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
歯
を
失
う
大
き
な
原
因

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
1
位
が
歯

周
病
、
2
位
が
む
し
歯
で
約
7
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
1
位
の
歯
周
病
は
、
軽
度

の
状
態
も
含
め
る
と
、
成
人
の
5

人
に
4
人
が
か
か
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
歯
茎
の
感
染
症
で
す
。

　

年
齢
別
で
は
、
働
き
盛
り
の
30

代
か
ら
歯
の
喪
失
に
つ
な
が
る
歯

周
病
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
下
記
図
①
参
照
）

　

下
図
①
の
よ
う
に
、
30
代
か
ら

増
加
し
続
け
、
50
歳
代
に
は
約
半

分
の
人
が
、
歯
周
病
に
な
り
、
歯

の
喪
失
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
70
代
か
ら
の
減
少

は
、
歯
の
喪
失
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

現
存
す
る
歯
の
維
持
や
歯
周
病

の
予
防
・
改
善
を
し
て
い
く
に
は
、

原
因
と
な
る
歯
垢
を
溜
め
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

食
生
活
は
歯
垢
の
増
加
に
大
き

く
影
響
し
て
い
る
た
め
、
歯
垢
が

溜
ま
り
に
く
い
食
習
慣
で
、
口
腔

内
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切

に
な
り
ま
す
。

①
歯
垢
が
で
き
や
す
い

　
　
　
　
　
　
　

食
べ
物
に
注
意

　

歯
垢
は
、
唾
液
と
食
物
の
カ
ス
、

口
腔
内
の
細
菌
が
結
合
し
た
固
ま

り
で
す
。
歯
垢
が
除
去
さ
れ
ず
に

い
る
と
、
固
い
歯
石
に
な
り
、
取

り
除
く
の
が
困
難
に
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
ス
ナ
ッ
ク
菓

子
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
は
食
後
も

歯
に
く
っ
つ
き
口
の
中
に
残
り
や

す
い
為
、
歯
垢
を
作
り
や
す
い
環

境
を
つ
く
り
ま
す
。

　

細
菌
の
エ
サ
に
な
る
砂
糖
が
多

く
含
ま
れ
る
食
べ
物
や
、
飴
の
よ

う
に
長
い
時
間
口
の
中
に
入
れ
る

も
の
は
頻
度
に
注
意
が
必
要
で
す
。

習
慣
化
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

②
ダ
ラ
ダ
ラ
食
べ
な
い

　

口
腔
内
は
、
食
後
20
分
程
経
っ

て
か
ら
、
唾
液
の
作
用
に
よ
っ
て

酸
性
の
状
態
を
中
性
に
戻
し
、
歯

の
再
石
灰
化
を
し
て
い
ま
す
。
だ

ら
だ
ら
食
べ
て
い
た
り
、
頻
繁
に

何
か
を
食
べ
て
い
る
と
、む
し
歯
や

歯
周
病
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
酸
性
の
食
品
を
長
時
間

口
の
中
に
入
れ
た
状
態
が
続
く
こ

と
も
、
歯
の
表
面
が
溶
け
や
す
く

な
り
、
む
し
歯
や
知
覚
過
敏
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
食
べ
た
後
は
、

水
や
お
茶
で
う
が
い
を
す
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

（
下
図
②
③
参
照
）

③
よ
く
噛
ん
で
唾
液
を
出
す

　

唾
液
に
は
、
口
の
中
を
潤
し
、

歯
周
病
や
む
し
歯
の
原
因
と
な
る

菌
の
増
殖
を
抑
え
る
他
、
食
後
の

酸
性
に
な
っ
て
い
る
口
腔
内
を
中

和
し
、
虫
歯
を
防
ぐ
働
き
が
あ
り

ま
す
。
日
頃
か
ら
よ
く
噛
む
食
習

慣
が
唾
液
の
分
泌
量
増
加
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
く
噛
む
必
要
が
あ
る

食
品
の
中
で
も
、
野
菜
は
食
物
繊

維
も
豊
富
な
た
め
、
歯
の
表
面
を

掃
除
す
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。
料

理
に
入
っ
て
い
る
野
菜
を
食
べ
る

時
は
意
識
し
て
ゆ
っ
く
り
噛
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
噛
む
回
数
の
目
安
は
1
口
30
回

目
標
）

植
物
油
の
特
徴
に
つ
い
て

大
人
の
歯
の
健
康
を
守
る
食
生
活
に
つ
い
て
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2
年
程
前
の
視
察
先
で
の
こ
と

で
す
。

　

「
あ
な
た
は
ど
う
し
て
、
い
つ

も
い
つ
も
こ
う
な
の
。
前
も
同
じ

こ
と
し
た
で
し
ょ
う
。
何
回
言
っ

た
ら
わ
か
る
の
」
と
、
子
ど
も
を

叱
る
声
が
廊
下
に
響
い
て
き
ま
し

た
。

　

4
・
5
歳
児
は
運
動
の
時
間
で
、

運
動
が
出
来
る
多
目
的
ホ
ー
ル
に

集
合
し
て
い
る
様
で
し
た
。

　

叱
ら
れ
て
い
る
様
子
か
ら
、
周

り
と
一
緒
に
行
動
せ
ず
に
い
た
こ

と
が
原
因
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

き
っ
と
叱
ら
れ
て
い
る
子
は
や

ん
ち
ゃ
で
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ

ず
、
よ
く
話
し
を
聞
か
ず
に
思
い

立
っ
た
ら
即
、
行
動
に
移
る
子
な

ん
だ
ろ
う
な
と
想
像
し
ま
し
た
。

　

私
自
身
も
同
じ
言
葉
を
、
子
ど

も
た
ち
に
何
度
投
げ
て
き
た
こ
と

だ
ろ
う
と
振
り
返
り
、
深
い
反
省

を
覚
え
ま
し
た
。

　

大
人
の
枠
で
行
動
を
さ
せ
よ
う

と
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
は
み
出
す

子
は
と
て
も
迷
惑
に
映
り
、
叱
ら

　

10
月
6
日（
火
）、
平
成
27
年
度
第
1
回
「
君
の
椅
子
」
贈
呈

式
が
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ち
ゃ
い
む
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
4
月
か
ら
7
月
に
生
ま
れ
た
6
人
の
赤
ち
ゃ
ん
に
、
中

川
町
産
ミ
ズ
ナ
ラ
で
作
ら
れ
た
中
村
好
文
さ
ん
デ
ザ
イ
ン
の

「
君
の
椅
子
」
が
川
口
町
長
よ
り
贈
ら
れ
、
早
速
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
に
抱
き
か
か
え
ら
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
座
り
心
地
を
試

し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
君
の
椅
子
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
生
ま
れ
て
く
る
子

ど
も
た
ち
に
椅
子
を
贈
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
子
ど
も
の
誕

生
を
家
庭
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
も
喜
び
を
分
か
ち
合
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で
す
。

　

今
年
か
ら
、
君
の
椅
子
で
贈
ら
れ
る
椅
子
の
原
材
料
が
中
川

町
産
の
木
材
で
製
作
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
中
川
町
だ
け
で
は

な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る
東
川
町
な
ど
6
町
村

の
椅
子
も
中
川
町
産
材
を
使
用
し
た
椅
子
が
子
ど
も
た
ち
に
贈

ら
れ
ま
す
。

〝
否
定
で
は
な
く
肯
定
を
〞

平
成
27
年
度 

第
1
回「
君
の
椅
子
」

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
持
っ
て
い
る
気
質

の
違
い
や
、
発
達
の
違
い
・
家
庭

背
景
を
し
っ
か
り
捉
え
な
け
れ
ば
、

「
大
人
の
言
う
こ
と
を
聞
く
良
い

子
」
「
大
人
の
手
を
煩
わ
せ
る
悪

い
子
」
と
い
う
、
単
純
な
区
分
け

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
行
動
の
否
定
で
は
な

く
、
方
法
を
一
緒
に
考
え
た
り
、

や
り
方
を
提
案
し
、
子
ど
も
自
ら

が
や
っ
て
み
よ
う
と
す
る
気
持
ち

を
引
き
出
す
伝
え
方
や
、
か
か
わ

り
方
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
『
待
つ
』
こ
と
。
大
人
の
忍

耐
が
必
要
で
す
。

　

否
定
で
は
な
く
、
た
く
さ
ん
の

肯
定
的
な
か
か
わ
り
を
持
ち
、
子

ど
も
一
人
ひ
と
り
の
「
自
分
」
ら

し
さ
が
大
切
に
さ
れ
た
育
ち
を
、

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
大
人
の
見
守
り
で
、

子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
支
え
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

問い合わせ先　子育て支援センター　☎7－2022

野崎スミさん（88歳）

米寿おめでとう
ございますご長寿さん

まちの
ご長寿さん
まちの
ご長寿さん
まちの



火災・救急出動件数

火災出動　0件
救急出動　52件

平成27年9月30日現在

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

『
消
防
団
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。』

　

中
川
消
防
団
で
は
現
在
男
性
、
女
性
と
も
に
消
防
団
員
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
消
防
団
に
興
味
の
あ
る
方
は
中
川
消
防
支

署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は
☎
7
・
2
1
1
9
番
ま
で

9月4日　　　●議会経済常任委員会
9月4日　　　●議 会 運 営 委 員 会
9月7日　　　●議会総務常任委員会
9月8日　　　●議 会 運 営 委 員 会
9月10日　　　●教 育 委 員 会 議
9月16日　　　●議 会 全 員 協 議 会
9月16日～17日●議会第３回定例会
9月16日　　　●議会広報特別委員会
9月25日　　　●農 業 委 員 会 総 会

議会・各種委員会の開催状況

あ
り
が
と
う　
　
　

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

中
川
町
に
寄
付

　
　
　
　
　
　
　

福
島　

公
正　

様

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
付

•
妻
（
や
ゑ
子
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　

井
田　

省
吉　

様

・
夫
（
勉
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　

杉
谷　

優
子　

様

社
会
福
祉
推
進
の
為
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

極
楽
寺　

様

　

カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
ク
ラ
ブ　

様

一
心
苑
運
営
の
為
に

　
　
　
　
　
　
　

井
田　

省
吉　

様

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
贈

　

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の
方
よ

り
「
志
」

　
　
　
　
　
　
　

中　

ケ
サ
エ　

様

　
　
　
　
　
　
　

佐
　々

節
子　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

匿
名
12
名　

様

中
川　

井
田
や
ゑ
子　

様
（
93
歳
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す
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11
月
9
日
は 

「

1
1
9
番
の
日
」

11
月
9
日
は 

「

1
1
9
番
の
日
」

　

1
1
9
番
の
日
は
、
皆
様
に
消
防
業
務
に
対
す
る
、
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
11
月
9
日
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

目
の
前
で
火
災
や
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
誰
で
も
気
が
動
転
し
興
奮
し
た
状
態

に
な
り
が
ち
で
す
。
一
刻
を
争
う
状
態
で
も
落
ち
着
い
て
1
1
9
番
通
報
で
き
る
よ
う

に
正
し
い
通
報
要
領
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

大
西
英
一
氏
が
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
10

月
１
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
が
い
が
あ
る
人
に
対
す
る
不
当
な
扱
い
や

高
齢
者
へ
の
虐
待
、
学
校
で
の
い
じ
め
、
女
性

や
外
国
人
に
対
す
る
差
別
な
ど
の
悩
み
ご
と
や

心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て

①
慌
て
ず
、
落
ち
着
い
て
局
番
な
し
の
1
1
9
番

②
火
災
・
救
急
・
救
助
な
の
か
を
伝
え
る

③
発
生
場
所
、
ど
う
い
う
状
態
か
を
伝
え
る

　

（
住
所
や
発
生
場
所
が
わ
か
ら
な
い
時
は
周
囲
の

　

目
立
つ
建
物
や
目
標
物
を
伝
え
る
。
）

④
消
防
職
員
の
問
い
か
け
に
正
確
に
答
え
る
。

1
1
9
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト



　10月8日（木）、生涯学習
センター「ちゃいむ」にて北
都プロレス主催のチャリティ
ープロレスin中川が開催さ
れました。
　プロレスと中川町と言え
ば、金網デスマッチの鬼と恐
れられ、晩年はマイクパフォ
ーマンスで有名だったラッシ
ャー木村さんの出身地が中
川町だということは町民の
皆さん、ご存じですよね！？

〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp
中川町携帯用サイト  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp/i
　　　　　　　　　　　　　　（NTTドコモの「i-mode公式メニュー」からもごらんになれます。）
E-mailアドレス  nakagawa@hokkai.or.jp

携帯用サイトアドレスが二次元バーコードで簡単入力可能
（ご使用にあたっては、携帯の取扱説明書をごらんください）

町の人口
（9月30日現在）

人　　口

男

女

世 帯 数

1,710人（－1）

860人（±0）

850人（－1）

865戸（±0）

発行　中川町　　編集　総務課総務町政室　　印刷　国　境

（　）は前月末との差を示します。

この広報紙は道産間伐材を使用しています。

　9月20日（日）、天塩川河川敷イベント広場にて第33回なかがわ秋味まつり、第27回北海
道丸太押し相撲大会が開催されました。
　午後からは雨となった当日でしたが、多くの来場者が中川町の秋の味覚に舌鼓を打ち、丸太
押し相撲やよさこいソーラン演舞などを楽しみました。

たくさんの秋の味覚と丸太押しの迫力


